研修出張様式５


研修報告書

	所　　属　通所ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝG　　　　　職　種　栄養士　　　　氏　名　山田　沙弥香

	期　　間　　平成22年12月3日　～　平成22年12月6日

	出張目的　　勤続5年海外研修参加

	出 張 先　　グアム

	研修に関する考察（プログラム毎に）　　　　　　　研修要旨（プログラム毎に）


【12/1】

夜、旅行準備をやろうと思った際にパスポートを置いていた場所にパスポートが無く「パスポートが無い！」の私の一言により家中大騒ぎしたことから旅行は始まりました。結局、以前からグアムに持って行く為に一式まとめておいたビニール袋に私が入れていたのを忘れて、懸命に探していたという結果でした。パスポートを探している際は1人でパニックになり「あ～。グアムに行けないかも」と半分行く事を諦めていました。それからは、常にパスポートのある場所を確認していました。

【12/3】

私にとって海外旅行は初めてで、出発日、成田空港で荷物検査等を行なうゲートをくぐる際に私に反応してランプが鳴り、上着を脱いだり、ベルトを外してゲートを通っていたら、皆はゲートを簡単に通過し、私があたふたしている間に皆は搭乗口へ向っていました。皆について行こうと追いかけましたが、追いつかず、成田空港は広く、私は迷子状態になっていました。サービスカウンターなどで搭乗口の場所を聞きながら何とかグアム発デルタ航空の搭乗口まで着く事が出来ました。皆の顔を見た時はほっとしていた私がいました。そんなこんなで飛行機に乗り、空の旅を満喫していました。

　これから珍道中が待っているとは思いもよらず、グアムに到着しました。グアムの入国審査時、審査員に「右手。指4本。乗せて」と言われパネルに置くと「ひらいて」と言われた為、4本指をパネルから指が出ないように軽く開きました。再び「ひらいて」と言われたので、まだ開くのかと思い、おもいっきり指を広げました。あきらかに私の4本指はパネルからはみ出しており、これで良いか審査員に目を向けると、鋭い視線で私を見ており、左手を4本指を私に見せていました。私はその一瞬で何を言いたかったが分かり、「ひらいて」と言っていたが、実は「左」という事だったのです。それに気が着いた時は恥ずかしさと笑いが込み上げてきました。「ひらいて」で通じなかったら「レフト・ハンド」で言って欲しかったと思いました。そんな中、上野さんはパネルに指を乗せる際に4本指を乗せ、次に「親指」と指示があり5本指でパネルに乗せた所、正しい乗せ方ではなかった為、ぐいぐいと審査員に手を押されていました。とんだ入国審査でグアム旅行の幕が開きました。

　ホテルへ到着後、ホテルの周辺散策に出掛け、周りを見渡せば日本人ばかりでした。その為、何も違和感なく行動することが出来ました。日本は円高の為1＄＝￥87だった為、商品は安く購入する事が出来ました。周辺散策を終わらせ、グアムに来たから夕食は肉にしようと皆で決め、周辺で肉料理店を探そうと思っていたら、ホテルの外にいるタクシーのおじさんに「どこか行くの？」と声を掛けられ「この辺の店は肉が硬いから、柔らかくて美味しい店あるよ。そこまで5人で5＄」と言われ、右も左も分からない為言われるままにタクシーに乗り、『将軍』という店に連れていかれました。そこの店は各テーブルにスタッフが付いて鉄板の上で野菜、肉、ご飯を焼き、1人分ずつ皿に盛り付けてくれました。私は店員にいじられながら接しられ、楽しく、テンション高く食事することが出来ました。

【12/4】

　スカイダイビングをしようと思い、旅行会社に申込みをしに行きましたが、4日は満員である為、翌日に予約をし、以前から挑戦してみたいと思ったマリンスポーツのウェイクボードを小笠原さんと行なう事にしました。宿泊しているホテルからビーチまでバス送迎があり、大型バスでは運転手と私と小笠原さんの3人であり、運転手と会話をしながらビーチまで行きました。移動中、運転手から「スカイダイビングやった？」と聞かれ「明日、やるよ」と返答すると、大声で笑いながら「えっ？マジ？あなたクレイジー？」と言われながら、バスの中では会話を弾ませ、大笑いしながら向いました。

　ビーチではウェイクボード予約時間まで時間があった為、小笠原さんと2人っきりも気まずいので、とりあえず、無料で貸し出しをしているバレーボールで、2人でビーチバレーをして本番に備えて準備運動がてら行ないました。砂の上は結構体力が消耗され、かなりへばっていました。予約時間になり、ウェイクボード初体験となり、私は泳げないが大丈夫かを確認すると「問題ない」と話され、少し安心しました。やるからには立てるようになりたいと思い、転倒して海水を飲みながら練習したら、スノーボードと同じ感覚だったので、始めて5分後には立てるようになり、スタッフにもＯＫサインを貰いました。その後、海周辺をジェットスキーで引っ張られ、難易度を上げながらウェイクボードを楽しみました。引っ張られる力が強い為、腕にもの凄い力が働き、終了時にロープを放した際は全く力が入らない状態でした。所要時間はたった30分でしたが、目標達成した事もあり、とても満足感がありました。転倒時にしょっぱい海水を飲んだ為、海岸について速攻で甘いジュースを飲みました。次回挑戦する際は、技なども覚えて出来たらと思いました。

【12/5】

　前日に予約していたスカイダイビングに初挑戦をしました。不安感と恐怖感が交じり合っていましたが「スカイダイビングが無事に成功すれば、人生が変われるかも」と自分に言い聞かせスカイダイビングに臨みました。一応、失神して尿失禁するかもしれないと思い、着替えも持って行きました。スカイダイビングの事務所に着くと、誓約書を8ページにわたって、○○しても訴えませんなどと書かれた内容を読み、サインをしました。その際に、面白い事に私の膝はガタガタと振るえていました。相当ビビッテおり、図体だけでかいのにノミの心臓だなと思いました。その後、スカイダイビングの説明を30分程度受け、徐々に不安感は無くなってきました。

　いざ4200ｍからスカイダイビングを行うと、初めセスナから大空へダイブする準備をした時、インストラクターに体全部を外に出されている状態であり、もう行くしかないと覚悟を決め、大空へはばたきました。大空では何かにうつ伏せで乗っている感覚を受け、不思議な感じがし、楽しくなり口を開けて笑っていたら、上唇と上歯茎が乾いてピッタリとくっつき、ドラえもんのスネオ君みたいにとんがっていたのが分かりました。パラシュートが開くと上に体が持ち上がり、それと共に唾液が出て、また大変な事になり、7分間空から島を一望して楽しみましたが、インストラクターはグルグルと体を回すため、気分がだんだんと悪くなり、空から吐きそうになりました。でも、今吐いたら、地上にいる人に迷惑を掛けてしまうと思い、我慢しました。無事、着地すると耳がおかしくなっており、一生懸命耳抜きを行いましたが、なかなか治らず、皆の声が聞き取れなく大変でした。スカイダイビングが成功すると、インストラクターから達成賞状を受け取りました。スカイダイビングの一部始終をDVDに収めていた為、事務所に戻ってから上映会を行い、見るとかなり面白いDVDになっていました。多額のお金はかかりましたが、やって本当に良かったと思い、今後、いろんな困難にも立ち向かえるんではないかと強く思いました。

【12/6】

　グアム最終日です。来た時は時間を持て余すのではないかと思っていましたが、最終日になると、時間が足りないと思うほど、グアムを満喫していました。

　午前中は、グアムの海で泳ぎました。あまり泳げない私でも、塩分濃度が高い海では浮かんで泳ぐ事も出来ました。しかし、前夜に院長から「グアムは戦場の地で、今はきれいな海だけど、昔は血の海だった」と言われ、泳ぐ際に抵抗があり、何かに当たるとビクビクしながら泳いでいました。

　日本へ戻ると、やっぱり日本は良いなとつくづく思いました。帰りの夜行バスでは、オリオンののびのびシートを予約していましたが、「えっ？どこが？」と思えるほど、いたって普通のバスでビックリしました。また、車内はすごく寒く縮こまって眠っていました。

　何だかんだで、初めての海外旅行は貴重な経験になりました。今回学んだ事は、入国審査で「ひらいて」と言われたら「左」という事だと分かりました。

　グアムではリフレッシュ出来たので、気持ちを新たにして今後の業務に臨んでいきたいと思いました。
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